
 （1）第　65　号 　　　   文 星 芸 大 附 n o w  令和元年７月19日

文星芸術大学附属
中学校・高等学校
〒320-0865
宇都宮市睦町1-4
電話（028）
636-8000（中学直通）
636-8585（高校直通）
URL（中学校）
http://www.bunsei-art.ac.jp/jh
URL（高校）
http://www.bunsei.ed.jp
発行 教務部
文星芸大附NOW発行係

武
道
か
ら
学
ぶ
こ
と
文
星
芸
術
大
学
附
属
中
学
校
　

中
学
校
行
事
予
定

▽
七　

月

19
日
㈮　

第
一
学
期
終
業
式

22
日
㈪
～
26
日
㈮　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

23
日
㈫
・
24
日
㈬

　
　
　
　

尾
瀬
キ
ャ
ン
プ（
二
年
）

23
日
㈫
～
26
日
㈮　

　
　
　
　

福
祉
体
験（
三
年
）

27
日
㈯
・
28
日
㈰　

県
総
体
大
会

▽
八　

月

20
日
㈫
～
26
日
㈪　

夏
季
講
習
会

22
日
㈭　

全
校
登
校
日

　
　
　
　

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ（
二
・
三
年
）

27
日
㈫　

第
二
学
期
始
業
式

31
日
㈯　

保
護
者
懇
談
会
・
学
習
会

▽
九　

月

７
日
㈯　

学
力
推
移
調
査

14
日
㈯　

総
合
的
な
学
習

20
日
㈮
～
22
日
㈰

　
　
　
　

宇
河
地
区
新
人
大
会

24
日
㈫
～
26
日
㈭

　
　
　
　

英
語
研
修（
一
年
）

　
　
　
　

職
場
体
験
学
習（
二
年
）

24
日
㈫
～
27
日
㈮

　
　
　
　

修
学
旅
行（
三
年
）

▽
十　

月

４
日
㈮
・
５
日
㈯　

雄
飛
祭

10
日
㈭
・
11
日
㈮

　
　
　
　

第
二
学
期
中
間
考
査

12
日
㈯　

総
合
的
な
学
習

19
日
㈯　

学
習
会（
一・
二
年
）

19
日
㈯
・
20
日
㈰　

県
新
人
大
会

24
日
㈭　

避
難
訓
練

26
日
㈯　

学
習
会
・
漢
字
検
定

28
日
㈪
～
11
月
１
日
㈮

　
　
　
　

生
徒
個
人
面
談

高
校
行
事
予
定

▽
七　

月

19
日
㈮　

第
一
学
期
終
業
式

27
日
㈯　

一
年
生
登
校
日（
野
球
応
援
）

28
日
㈰　

二
・
三
年
生
登
校
日 

　
　
　
　
（
野
球
応
援
）

30
日
㈫　

全
校
登
校
日

　
　
　
　
（
甲
子
園
出
場
時
）

▽
八　

月

２
日
㈮　

全
校
登
校
日

３
日
㈯
・
４
日
㈰　

一
日
体
験
学
習

　
　
　
　
（
中
学
生
対
象
）

27
日
㈫　

第
二
学
期
始
業
式

▽
九　

月

５
日
㈭　

合
同
入
試
説
明
会（
コ
ン
セ
ー
レ
）

10
日
㈫
～
13
日
㈮　

　
　
　
　

修
学
旅
行
・
沖
縄（
二
年
）

13
日
㈮
・
14
日
㈯　

　
　
　
　

第
一
回
共
催
マ
ー
ク
模
試

　
　
　
　
（
三
年
）

25
日
㈬
～
27
日
㈮　

　
　
　
　

第
二
学
期
中
間
考
査

　
　
　
　
（
英
三
年
）

▽
十　

月

４
日
㈮
・
５
日
㈯　

雄
飛
祭　

　
　
　
　
（
５
日
一
般
公
開
）

10
日
㈭
・
11
日
㈮　

　
　
　
　

第
二
回
共
催
記
述
模
試

　
　
　
　
（
普
・
総
ビ
三
年
）

11
日
㈮
・
12
日
㈯　

　
　
　
　

第
二
回
共
催
記
述
模
試

　
　
　
　
（
英
三
年
）

16
日
㈬
～
18
日
㈮　

中
間
考
査　

　
　
　
　
（
英
一・
二
年
・
普
・
総
ビ
）

19
日
㈯　

第
三
回
全
統
記
述
模
試

　
　
　
　
（
英
三
年
）

20
日
㈰　

文
星
オ
ー
プ
ン
記
述
模
試

　
　
　
　
（
中
学
三
年
生
対
象
）

21
日
㈪　

英
進
科
臨
休

25
日
㈮
・
26
日
㈯　

　
　
　
　

第
三
回
全
統
マ
ー
ク
模
試

　
　
　
　
（
英
三
年
）

28
日
㈪　

総
合
学
力
テ
ス
ト

　
　
　
　
（
普
・
総
ビ
一
年
）

30
日
㈬
・
31
日
㈭　

 

　
　
　
　

総
合
学
力
テ
ス
ト

　
　
　
　
（
普
・
総
ビ
二
年
）　　

教
頭
　
　
山
本
　
誠
一

　

 

武
道
に
は
、
剣
道
、
柔
道
、

弓
道
、
相
撲
、
空
手
道
、
合
気

道
、
少
林
寺
拳
法
、
な
ぎ
な

た
、
銃
剣
道
が
あ
り
ま
す
。
武

道
の
ひ
と
つ
で
あ
る
剣
道
は
、

そ
の
昔
、
戦
が
絶
え
な
か
っ
た

時
代
に
刀
の
稽
古
の
方
法
と
し
て
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
武
道
は
自
分
の
命
を
守
る
護
身
の
技
と
し
て
広
く
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
は
変
化
し
て
戦
い
な
ど
全
く

な
い
こ
の
時
代
に
な
ぜ
武
道
が
伝
統
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
中
学
校
の
体
育
の
授
業
に
お
い
て
も
武
道
が
必

修
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
は
、
武
道
に
現
代
に
も
通
じ
る
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
今
の
時
代
に
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
価
値
と
は
、
身
を
美
し
く
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち「
躾
」と
い
う
こ
と
で
す
。
武
道
に
は「
礼

に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
礼
儀
作
法
に
重

き
を
置
く
考
え
が
あ
り
ま
す
。
命
の
や
り
と
り
の
な
か
か
ら
生
ま

れ
た
武
道
で
す
か
ら
、
礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
相
手
を
尊
重
す
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
礼
儀
作
法
を
身
に
付
け

る
躾
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
武
道
は
現
代
で
も
受
け
継
が
れ
る
価
値

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
流
れ
て
く
る
悲
惨
な

事
件
の
数
々
や
、
何
気
な
い
日
常
の
な
か
の
場
面
な
ど
に
お
い

て
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
心

は
、
言
葉
や
形
に
し
て
初
め
て
伝
わ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
発
展
し
、
人
と
人
と
の

関
わ
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
礼
儀
を
大
切
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　

昔
の
言
葉
に「
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
」と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
急
激
に
社
会
は
変
化
し
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
古
き
良
き
日
本
の
伝
統
か
ら
学
び
引

き
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
こ
と
が
生
ま
れ
、
大
切
に
し
た
い

日
本
の
心
が
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

武
道
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
大
切
に
し
て
人
と
の
関
わ
り
か
た

に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。
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夏
季
特
活
期
間
中
の

�

過
ご
し
方

生
徒
指
導
副
部
長
　
荒
井
　
祐
也

　

一
学
期
も
終
わ
り
、
一
年
生

は
高
校
生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
約

一
ヵ
月
の
夏
季
特
活
期
間
に
あ

た
り
、
二
つ
の
こ
と
に
注
意
し

過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
規
則
正
し
い
生

活
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。
生
活

リ
ズ
ム
を
崩
す
こ
と
は
簡
単
で

す
が
、
元
の
リ
ズ
ム
に
戻
す

こ
と
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
で

す
。
家
庭
で
過
ご
す
時
間
が
多

く
な
り
、
自
由
に
使
え
る
時
間

が
増
え
る
わ
け
で
す
が
、
日
々

の
計
画
を
立
て
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
て
下
さ
い
。

　

二
つ
目
は
、
高
校
生
と
し
て

自
覚
と
責
任
の
あ
る
行
動
を
心

掛
け
て
下
さ
い
。
自
由
に
は
必

ず
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。
多
く

の
誘
惑
や
友
人
か
ら
の
楽
し
い

誘
い
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

何
か
行
動
す
る
際
に
は
、
今
取

る
べ
き
行
動
か
ど
う
か
を
考

え
、
時
に
は
断
る
勇
気
を
持
つ

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

青
春
を
謳
歌
す
る
良
い
機
会

で
あ
る
と
と
も
に
、
普
段
で
き

な
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
、
努

力
し
た
り
、
自
分
を
成
長
さ
せ

る
機
会
と
捉
え
、
良
い
顔
で
二

学
期
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

わ
か
っ
て
い
る
の
に
や
ら
な
い

こ
と
が
、
い
ち
ば
ん
の
ス
ト
レ

ス
に
な
り
ま
す
。

　

今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と

を
達
成
し
、
生
き
生
き
と
し
た

表
情
の
皆
さ
ん
に
会
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

就
活
の
道
の
り

就
職
指
導
部
長
　
湊
谷
　
浩
司

　

今
年
も
全
国
一
斉
に
７
月
１

日
よ
り
求
人
票
開
示
が
始
ま

り
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
企
業

関
係
者
が
来
校
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
、
就
職
を
希
望
す
る
生

徒
は
就
職
指
導
室
へ
求
人
票
の

確
認
や
、
ま
た
相
談
に
来
た
り
す

る
な
ど
、
活
気
に
溢
れ
て
い
る
。

　

４
月
か
ら
の
就
職
動
向
を
顧

み
る
と
、
今
年
も
引
き
続
き
売

り
手
市
場
と
言
わ
れ
る
中
で
就

職
活
動
が
で
き
る
諸
君
は
恵
ま

れ
た
世
代
と
言
え
よ
う
。
こ
の

春
卒
業
し
た
先
輩
た
ち
は
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
一
回
目
で
内
定

を
貰
い
新
社
会
人
と
し
て
巣

立
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
今
年

の
３
年
生
諸
君
も
第
一
希
望
と

い
え
る
会
社
に
入
っ
て
も
ら
い

た
い
。
就
職
を
希
望
す
る
生
徒

諸
君
は
、
こ
の
夏
休
み
の
過
ご

し
方
が
人
生
を
大
き
く
左
右
す

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

ど
こ
ま
で
自
己
覚
醒
、
自
己
改

革
が
で
き
る
か
挑
戦
し
て
欲
し

い
。

有
意
義
な
特
活
期
間
を

�

過
ご
す
た
め
に

学
習
指
導
部
長
　
関
塚
　
貴
光

　

み
な
さ
ん
は
、
今
ま
で
何
度

も
夏
季
特
活
期
間
を
過
ご
し
て

き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
期
間
が
終
わ
る
た
び

に
同
じ
よ
う
な
反
省
を
し
て
い

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。「
も
っ

と
勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」

「
ま
た
今
年
も
だ
ら
だ
ら
と
過
ご

し
て
し
ま
っ
た
な
」な
ど
な
ど
。

今
年
こ
そ
は
、
そ
ん
な
思
い
で

は
な
く
、
少
し
で
も
達
成
感
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
過
ご
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

学
校
か
ら
指
示
さ
れ
て
い
る

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
ぜ
ひ
そ
こ
に
少

し
で
も
プ
ラ
ス
α
を
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
た
め
に
必
要
と
な
っ

て
く
る
の
が
、
事
前
の
目
標
設

定
と
計
画
で
す
。
ま
ず
、
二
学

期
を
む
か
え
る
時
点
で
自
分

が
ど
う
な
っ
て
い
た
い
か
を
考

え
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
細
か
な

目
標
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

欲
張
り
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
最

優
先
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
、
無
理
の

な
い
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
の
計
画
を
実
践
す

る
た
め
に
必
要
な
の
が
、
規
則

正
し
い
生
活
習
慣
で
す
。
特
に

難
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
通
常

時
と
同
様
の
生
活
リ
ズ
ム
で
過

ご
す
だ
け
で
十
分
で
す
。
自
分

の
で
き
る
こ
と
を
、
毎
日
確
実

第
88
回
全
商
簿
記
検
定

【
１
級
会
計
】

鷹
箸　

日
向　

塩
谷　

創
史

齋
藤　

遼
樹

【
２
級
】

伊
澤　

優
希　

綾
部　
　

光

佐
藤　

亮
佑　

澤
田　

快
晴

杉
山　

京
平　

戸
澤　

颯
羅

平
山　

翔
太　

増
渕　

紀
勝

村
田　

瑠
可　

森　
　

洸
太

渡
邉　

雄
星

第
152
回
日
商
簿
記
検
定

【
２
級
】 

澤
田　

快
晴

【
３
級
】

伊
藤　

祐
司　

川
原　

直
人

第
138
回
全
商
電
卓
検
定

【
３
級
】　

石
川　

嵩
暁　

榎　
　
　

駿

香
川　
　

翔　

藍
原　

光
琉

青
木　
　

陸　

阿
部　

祐
斗

綾
部　
　

光　

石
井　
　

翔

大
島　

直
樹　

大
塚　

雅
淑

小
關　

隼
世　

齋
藤　

遼
樹

佐
藤　

亮
佑　

澤
田　

快
晴

柴
田　

和
也　

杉
山　

京
平

鈴
木　

紫
恩　

髙
橋　

勇
斗

千
田　

聖
人　

戸
澤　

颯
羅

平
山　

翔
太　

廣
田　

瑛
大

福
田　

勇
斗　

船
山　

慶
伍

増
渕　

紀
勝　

丸
山　

永
遠

村
田　

瑠
可　

森　
　

洸
太

安
良
岡
佑
聖　

山
本　

大
輔

渡
邉　

雄
星　

荒
川　

剛
吏

石
﨑　

裕
大　

河
和　
　

蓮

小
貫　

将
平　

石
川　

ジ
ン

猪
山　

龍
生　

今
井　

翔
大

大
嶋　

優
海　

大
武　

悠
真

長
村　

颯
人　

小
田
切
千
洋

木
村　

駿
斗　

関
口　

陽
介

田
上　

瞬
平　

田
中　

翔
大

千
葉　

結
介　

中
山　

輝
人

根
岸　

悠
斗　

八
田　

温
樹

平
塚　

涼
佑　

麦
倉　
　

豪

山
本　

将
太　

渡
邉
小
次
郎

渡
邊　

怜
旺　

神
山　

葵
都

佐
藤　

秀
太　

田
﨑　

遥
人

半
田　

達
也　

福
田　
　

成

若
松　

夢
将　

渡
邊　

龍
希

加
山　

銀
二　

百
目
鬼
颯
仁

藪
下　

侍
人　

大
久
保
友
葵

実
用
英
語
技
能
検
定

【
３
級
】

大
川　
　

輝　

池
田　

優
太

大
石　

英
昇　

後
藤　

亮
介

駒
場　

颯
斗　

齋
藤　

夢
叶

佐
々
木
郁
哉　

中
里　

元
泉

中
島　

聖
登　

中
村　
　

龍

平
井　

柊
吾　

上
野　

栞
汰

篠
原　
　

遼　

園
山　

隆
樹

為
乗　

湧
司　

林　
　

優
斗

半
田　

智
之　

山
本　

泰
雅

佐
藤　
　

颯　

中
山
イ
ア
ン

小
森　

康
汰　

芝
野　

陽
翔

山
崎　

智
也　

小
野　

秀
樹

佐
久
間　

聖　

村
山　

憲
紀

円
谷　

航
大　

大
藪　

弘
輝

手
塚　

有
莉　

箱
島　

弘
樹

濵
田
栄
太
朗

（ 

前
号
未
掲
載
の
級
を
掲
載
し

ま
し
た
） 

日
下　

義
弘　

黒
﨑　

大
斗

小
堀　

愛
斗　

仁
平　

幸
成

八
木
澤
市
郎　

𠮷
澤　

知
貴

渡
辺
慎
之
介

【
３
級
ビ
ジ
ネ
ス
計
算
】

中
田　

伶
哉　

佐
藤　

魁
人

高
原　

拓
巳　

村
上　

遼
馬

第
62
回
全
商
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
検
定

【
１
級
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
】

菅
原　

優
真

【
２
級
速
度
】

川
原　

直
人　

桑
原　

伶
旺

中
田　

伶
哉　

廣
田　

瑛
大

【
３
級
】

渡
邊　

友
輝　

阿
部　

隼
人

荒
川　

剛
吏

【
３
級
速
度
】

大
塚　

雅
淑　

日
下　

義
弘

渡
辺
慎
之
介　

大
久
保
友
葵

小
久
保
竣
介　

若
林　

琢
斗

日
本
漢
字
能
力
検
定

【
２
級
】

渡
邉　

友
樹　

伊
藤　

祐
司

池
田　

優
太

【
準
２
級
】

石
川　

智
大　

猪
瀬　

航
生

横
山　

裕
也　

佐
々
木
拓
真

只
野　

雄
己　

相
良
ま
し
ろ

生
井　

準
人　

御
堂
地
香
楽

【
３
級
】

安
藤　

大
輝　

津
久
井
敬
輔

手
塚　

頌
真　

佐
藤　

大
貴

鳥
羽　
　

一　

渡
邉　

葵
星

麻
生　
　

颯　

渡
邊　

陸
温

小
髙　

瑞
樹　

小
森　

康
汰

戸
波　

正
揮　

黒
川
未
来
翔

山
﨑　

智
也　

秋
元　

史
也

 

高

等

学

校

七
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（
英
＝
英
進
科
、普
＝
普
通
科
）

（
総
ビ
＝
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
）

　

こ
の
夏
、
南
九
州
・
沖
縄
・

和
歌
山
の
５
県
で
開
催
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ「
感
動
は
無
限

大
南
部
九
州
総
体
２
０
１
９
」

に
、
本
校
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、
柔
道
部
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
、
陸
上
競
技
部
の

チ
ー
ム
・
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

（
出
場
選
手
の
コ
メ
ン
ト
は
下

段
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

※
陸
上
競
技
は
北
関
東
大
会
が

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
に
相
当

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

�

優　
勝

�

（
全
国
大
会
出
場
）

柔
道
部

個
人
階
級
別

66
㎏
級�

優
勝�

渡
　
陽
喜

100
㎏
級�

優
勝�

髙
杉　
未
羽

�

（
い
ず
れ
も
普
三
年
）

�

（
全
国
大
会
出
場
）

100
㎏
超
級
３
位  

髙
橋　

悠
斗

 

（
総
ビ
三
年
）

団　

体 

ベ
ス
ト
４

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ダ
ブ
ル
ス　

�

代
表
決
定
リ
ー
グ
２
位

　
根
本　
直
輝（
総
ビ
三
年
）・

　
糸
山　
俊
祐（
普
三
年
）　
組

�

（
全
国
大
会
出
場
）

団　

体 

準
優
勝

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ダ
ブ
ル
ス 

２
回
戦

根
本　

直
輝
・
糸
山　

俊
祐
組

斎
藤　

剛
士
・
竹
澤　
　

歩
組

 

（
と
も
に
普
三
年
）

団　

体 

１
回
戦

剣 

道 

部

団　

体 

予
選
リ
ー
グ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

�

ダ
ブ
ル
ス

�

根
本　
直
輝
・
糸
山　
俊
祐
組

（
県
選
考
会
優
勝
で

�

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
）

 

糸
山　

俊
祐

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
第
２
試
合
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
敗
れ
た

宇
短
附
ペ
ア
と
の
対
戦
が
ヤ
マ

場
で
し
た
。
予
選
で
の
反
省
点

を
分
析
し
、
目
の
前
の
試
合
に

集
中
し
て
逆
転
勝
利
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
代
表

と
し
て
残
っ
た
国
体
出
場
枠
。

自
分
の
精
一
杯
を
出
し
切
り
、

国
体
出
場
を
目
指
し
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

今
井　
翔
太　
　
御
堂
地
香
楽

渡
邊　
怜
旺　
　
清
水　
洸
希

�

（
い
ず
れ
も
普
一
年
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

�

山
崎　
開
智（
普
三
年
）

ボ
ウ
リ
ン
グ

�

角　
　
侑
樹（
英
一
年
）

テ
ニ
ス
部

ダ
ブ
ル
ス 

準
優
勝

　
　

手
塚　

有
莉（
普
三
年
）

 

青
木　

健
登（
普
二
年
）組

団　

体 

準
優
勝

シ
ン
グ
ル
ス 

ベ
ス
ト
４

 

手
塚　

有
莉

卓 

球 

部

団　

体 

ベ
ス
ト
４

陸
上
競
技
部

《
円
盤
投
げ
決
勝
》

３
位　
磯
田　
　
力（
普
三
年
）

�
42
ｍ
37

　
　
　

石
川　

ジ
ン（
普
一
年
）

 
37
ｍ
59

《
砲
丸
投
げ
決
勝
》

５
位　
磯
田　
　
力�

13
ｍ
99

　
　
　

齋
藤　

永
遠（
普
二
年
）

 

13
ｍ
12

《
ハ
ン
マ
ー
投
げ
決
勝
》

６
位　
磯
田　
　
力�

53
ｍ
92

 

石
川　

ジ
ン　

35
ｍ
38

  （
磯
田
選
手
全
国
大
会
出
場
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

�

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝

テ
ニ
ス
部

団　
体�

�

ベ
ス
ト
８

シ
ン
グ
ル
ス 

１
回
戦

 

手
塚　

有
莉

柔
道
部

団　

体 

２
回
戦

関
東
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

100
㎏
級 

 

１
回
戦

 

髙
杉　

未
羽

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選

�

の
主
な
結
果

国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

�

大
会
出
場

関
東
大
会
結
果
報
告

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

�

主
将　

坂
本　

亮
雅

　

県
予
選
は
初
戦
か
ら「
堅
守
速

攻
」を
貫
き
ま
し
た
。
先
日
の

関
東
大
会
決
勝
で
は
自
分
た
ち

の
ス
タ
イ
ル
を
封
じ
ら
れ
、
悔

し
い
結
果
と
な
っ
た
反
面
、
プ

レ
ー
を
一
か
ら
見
直
す
良
い

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
２
プ
ラ
ト
ン（
５
人
同
時
入

れ
替
え
）を
織
り
交
ぜ
る
こ
と

で
つ
ね
に
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
力
を
維
持
し
て
コ
ー
ト
に
立

ち
、「
走
る
バ
ス
ケ
」
で
戦
え

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
。　
　

　

決
勝
の
対
宇
工
戦
で
は
、
第

４
ク
オ
ー
タ
ー
で
三
年
塩
田
の

３
ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト
が
流
れ

を
変
え
、
一
気
に
た
た
み
掛
け

て
勝
負
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
試
合
中
、
伊

藤
先
生
か
ら「
全
員
で
鹿
児
島
行

く
ぞ
！
」と
い
う
熱
い
檄
と
、

吉
澤
先
生
の
冷
静
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
チ
ー
ム
全
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
、
さ
ら
に
コ
ー

ト
、
ベ
ン
チ
、
観
客
席
か
ら
も

聞
こ
え
て
く
る
声
援
が
作
り
出

す
一
体
感
が
文
星
の
強
さ
で
あ

る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
で
３
年
連
続
出
場
と

な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。
こ
れ

ま
で
の
出
場
経
験
を
最
大
限
に

活
か
し
、
走
っ
て
勝
つ「
堅
守

速
攻
」で
先
輩
方
の
歴
史
を
超

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

柔
道
部

 

100
㎏�

級　

髙
杉　

未
羽

　

県
予
選
決
勝
戦
、
相
手
の
杉

之
内
選
手（
白
鷗
）に
は
過
去
２
回

い
ず
れ
も
一
本
負
け
を
喫
し
、

階
級
を
制
覇
す
る
た
め
に
は
必

ず
倒
す
べ
き
相
手
と
し
て
対
策

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐

が
あ
り
、
逆
に
背
負
い
投
げ
の

一
本
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
試
合
後
、
監
督
か
ら
「
こ

れ
ま
で
地
道
に
や
っ
て
き
た
成

果
が
出
た
な
」
と
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

先
に
控
え
る
国
体
予
選
と
関

東
ジ
ュ
ニ
ア
を
全
力
で
戦
い
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
も
県
代
表
そ
し

て
文
星
代
表
と
し
て
「
ラ
イ
オ

ン
主
義
」
で
戦
い
ま
す
。

�

66
㎏�

級　

渡
　

陽
喜

　

県
予
選
準
決
勝
、
対
戦
し
た

木
村
選
手（
白
鷗
）と
は
過
去
２

回
対
戦
し
た
強
敵
で
、
今
回
も

必
ず
対
戦
す
る
こ
と
を
予
感

し
、
立
ち
技
を
中
心
に
研
究
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
が
勝

利
を
呼
び
込
み
、
決
勝
ま
で
の

流
れ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
決

勝
の
相
手
も
手
強
か
っ
た
で
す

が
、
練
習
を
共
に
し
て
き
た
仲

間
と
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
の
お
か
げ
で
優
勝
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

全
国
は
強
豪
ぞ
ろ
い
で
す

が
、
一
戦
一
戦
を
大
切
に
戦
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

 

ダ
ブ
ル
ス

�

根
本　

直
輝
・
糸
山　

俊
祐

　

関
東
大
会
で
の
反
省
を
活
か

し
、
お
互
い
練
習
に
対
し
て
高

い
向
上
心
で
取
り
組
み
県
予
選

に
臨
み
ま
し
た
。
代
表
決
定
戦

１
試
合
目
の
敗
戦
後
、
自
分
た

ち
の
力
を
出
し
切
れ
ば
、
必
ず

結
果
に
つ
な
が
る
と
開
き
直
る

こ
と
が
で
き
、
失
点
よ
り
も「
次

の
１
点
」を
意
識
し
、
チ
ー
ム

全
員
の
応
援
の
後
押
し
も
加

わ
っ
た
こ
と
で
、
出
場
権
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

文
星
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
史
上

初
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。
自
信
を

持
っ
て
戦
い
抜
け
ば
結
果
が
付

い
て
く
る
と
信
じ
全
力
で
戦
い

ま
す
！

陸
上
競
技
部

 

投と
う
て
き擲
３
種
目

�

磯
田　
　

力

　

北
関
東
大
会
に
向
け
て
、
感

覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
を
意
識

し
ま
し
た
。
今
ま
で
積
み
重
ね

て
き
た
こ
と
を
信
じ
臨
ん
だ
大

会
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
つ
つ
も

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
く
、
投

げ
た
時
に「
重
さ
」を
感
じ
た

場
面
で
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
キ
レ

の
あ
る
筋
肉
増
強
に
励
み
、
３

種
目
と
も
決
勝
に
進
出
し
、
田

島
先
輩
を
超
え
る
成
績
を
残
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

～
祝
　南
部
九
州
総
体
出
場
!!
～



令和元年７月19日　 　　　   文 星 芸 大 附 n o w  　第　65　号  （4）

二
年
一
組　

宮
崎　

優
毅

　

多
視
点
研
究
会
は
テ
ー
マ
を

決
め
て
雑
誌『
多
視
点
』を
発
行

す
る
研
究
会
で
す（
現
在
は

生
徒
四
人
と
顧
問
の
野
口
豊
先

生
で
構
成
）。
会
員
は
そ
の
テ
ー

か
ら
令
和
へ
」で
は
、
テ
ロ
、

ゲ
ー
ム
、
哲
学
、
文
学
な
ど
の

視
点
か
ら
テ
ー
マ
を
研
究
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
小
説
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
中
高
一

貫
棟
三
、四
、五
階
の
西
側
の

階
段
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

雄
飛
祭
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

予
定
で
す
。
本
研
究
会
に
興
味

を
持
た
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
お
気
軽
に
会
員
に
声
を
お

か
け
く
だ
さ
い
。

　

創
立
記
念
日
に
合
わ
せ
、
六

月
七
日（
金
）に
社
会
科
見
学
へ

出
か
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
大
谷
資
料
館
や

大
谷
寺
、
多
氣
山
不
動
尊
へ
行

き
ま
し
た
。
学
校
の
近
く
に
根

付
く
文
化
に
、
多
く
の
生
徒
が

興
味
を
抱
い
た
様
子
で
し
た
。

　

大
谷
資
料
館
で
は
、
地
下
採

掘
場
跡
の
壁
や
柱
に
残
る
採
掘

の
跡
や
、
映
画
な
ど
の
撮
影
に

使
わ
れ
た
場
所
を
見
ま
し
た
。

　

大
谷
寺
に
は
、
大
谷
観
音
や

弘
法
大
師
に
よ
っ
て
毒
蛇
か
ら

姿
を
変
え
た
と
語
り
継
が
れ
る

白
蛇
な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
生
徒
が
ご
利
益
を

求
め
て
白
蛇
の
頭
を
な
で
て
い

ま
し
た
。

　

多
氣
山
不
動
尊
で
は
、
不
動

明
王
の
前
で
一
人
一
人
が
手
を

合
わ
せ
、
願
い
を
込
め
て
お
参

り
を
し
て
き
ま
し
た
。

三
年
一
組　

黒
田
奈
々
緒

　

私
は
、
大
谷
か
ら
や
や
近
い

と
こ
ろ
の
小
学
校
に
通
っ
て
い

ま
し
た
が
、
大
谷
に
は
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
谷
資
料
館
は
、
大
き
な
石

や
、
差
し
込
む
光
が
と
て
も
き

れ
い
で
不
思
議
な
光
景
で
し
た
。

　

大
谷
観
音
が
千
の
手
や
千
の

目
を
持
っ
て
い
る
様
子
を
生

で
見
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
大
谷
の
歴
史
を

た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
あ
っ
た
石
仏

は
、
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
作

ら
れ
て
い
て
、
歴
史
を
感
じ
ま

し
た
。

　

多
氣
山
不
動
尊
は
、
神
様
が

ま
つ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の

で
、
ゆ
っ
く
り
回
り
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
お
参
り
を
し
て
き

ま
し
た
。

三
年
二
組　

髙
橋　

由
菜

　

社
会
科
見
学
を
通
し
て
、
日

光
以
外
に
も
栃
木
県
内
で
重
要

文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
と
知
っ
て
、
少
し
驚

き
ま
し
た
。

　

大
谷
資
料
館
で
は
、
大
谷
石

を
掘
り
出
す
の
に
使
わ
れ
て
い

た
道
具
や
、
大
谷
石
に
つ
い
て

た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

大
谷
観
音
は
、
思
っ
て
い
た

よ
り
明
る
い
場
所
に
あ
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
が
、
本
来
の
金

箔
が
貼
ら
れ
た
姿
で
見
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

平
和
観
音
は
、
思
っ
た
よ
り

も
高
く
て
大
き
く
、
太
平
洋
戦

争
で
の
死
者
の
霊
を
弔
う
た
め

に
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
は
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、
知
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

多
氣
山
不
動
尊
は
、
行
く
ま

で
の
坂
や
階
段
が
急
で
、
そ
の

多
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。
お
願

い
事
を
し
て
き
た
の
で
、
願
い

が
叶
う
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら

考
察
し
作
品
に
し
ま
す
。
そ
の

視
点
は
人
文
社
会
学
、
自
然
科

学
、
数
学
や
芸
術（
小
説
・
絵

画
・
作
曲etc

）な
ど
、
雑
誌
に

載
せ
ら
れ
る
も
の
な
ら
原
則
自

由
で
す
。
そ
れ
ら
の
作
品
を
踏

ま
え
て
、
会
員
で
座
談
会
を
行

い
、
会
員
の
作
品
と
座
談
会
の

内
容
に
先
生
方
の
寄
稿
な
ど
を

加
え
、
雑
誌
を
編
集
し
ま
す
。

金
曜
日
の
放
課
後
に
空
き
教
室

な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
扱
っ
て
き
た
テ
ー

マ
は「
源
氏
物
語
」、「
生
と

死
」、「
平
成
か
ら
令
和
へ
」の

三
つ
で
す
。
最
新
号
の「
平
成

中

学

校

社
会
科
見
学

大谷資料館（地下採掘場跡）

大谷寺に祀られる白蛇

大谷資料館（地下採掘場跡）

雑誌『多視点』

英
進
科
研
究
会
紹
介

生
徒
の
感
想

生
徒
の
感
想

炯
　「
顔
」

　
　
　  

八
木
　
祐
樹
（
地
歴
・
公
民
科
）

（
題
字

　福
岡
教
諭
）

　

私
は
東
京
都
墨
田
区
で
生
ま

れ
育
ち
ま
し
た
。
墨
田
区
と
い

え
ば
、
昭
和
の
下
町
風
景
が
残

る
、
昔
懐
か
し
い
町
で
す
。
ま

た
皆
さ
ん
よ
く
御
存
じ
の
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
あ
る
所
で

す
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
い

え
ば
、
都
心
部
で
の
高
層
ビ
ル

の
増
加
に
伴
う
電
波
障
害
を
低

減
す
る
た
め
、
東
京
タ
ワ
ー
の

代
わ
り
に
建
設
さ
れ
た
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
用
の
電
波
塔
で

す
。
今
で
は
、
東
京
ソ
ラ
マ
チ

と
い
う
商
業
施
設
を
含
め
、
国

内
だ
け
で
な
く
、
海
外
か
ら
も

人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が

で
き
る
前
、
何
が
あ
っ
た
の
か

知
っ
て
い
ま
す
か
。
実
は
、
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
が
で
き
る
前
ま

で
、
当
時
の
業
平
橋
駅（
現
と

う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
）

の
臨
時
ホ
ー
ム
、
東
武
鉄
道
の

旧
本
社
、
そ
し
て
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
場
が
あ
っ
た
の
で

す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
の
空

き
地
に
は
、
大
量
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
が
停
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
実
は
そ
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
場
は
、
日
本
の
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
発
祥
の
工
場

で
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期

を
支
え
た
、
由
緒
あ
る
工
場
で

し
た
。
今
で
は
、
そ
の
面
影
も

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
石
碑
と

し
て
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

真
下
に
そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
お

り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
そ
の
石

碑
に
は
、
初
期
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ミ
キ
サ
ー
車
の
写
真
が
は
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
私
の
地
元
の
町
並
み

は
、
子
供
の
頃
と
全
く
違
う
顔

に
変
わ
っ
て
い
る
所
が
多
く
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
元
も
、

あ
と
数
十
年
し
た
ら
、
今
と
は

全
く
違
う
、
顔
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
是
非
、

そ
の
変
わ
っ
て
い
く
顔
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。 

英
進
科
で
は
他
に
も
、
外
国
語

や
創
作
、
博
物
学
、
ダ
ン
ス
、

百
人
一
首
な
ど
の
研
究
会
が
毎

週
金
曜
日
に
活
動
中
で
す
。
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本
校
に
音
楽
の
講
師
と
し
て

勤
務
す
る
手
塚
智
水
先
生
が
、

第
２
回「
と
ち
ぎ
次
世
代
の
力

大
賞
」で
、
奨
励
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
文

化
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
地

域
社
会
に
活
力
を
与
え
、
後
世

に
業
績
を
残
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
、
次
世
代
を
担
う
人
物
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
フ
ル
ー

ト
奏
者
と
し
て
活
躍
す
る
手
塚

先
生
の
功
績
が
称
え
ら
れ
、
受

賞
に
至
り
ま
し
た
。
以
下
、
手

塚
先
生
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
栃
木
県
教
育
委

員
会
の
推
薦
を
受
け
、
第
２
回

「
と
ち
ぎ
次
世
代
の
力
大
賞
」

奨
励
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
つ
も
支
え
て
く
れ
る
家
族
、

同
じ
志
の
仲
間
、
応
援
し
色
々

な
形
で
関
わ
っ
て
下
さ
っ
て
い

る
皆
様
と
一
緒
に
い
た
だ
い
た

賞
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
現
在
文
星
中
の
非
常
勤

講
師
と
し
て
勤
務
す
る
他
、
音

楽
家
、
指
導
者
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。「
音
楽
の
地
産
地

消
」を
目
指
し
、
こ
れ
を
教
育

と
文
化
振
興
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
が
目

標
で
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち
が

等
し
く
生
の
音
楽
に
触
れ
ら
れ

る
機
会
と
し
て
、
教
育
現
場
で

の
音
楽
鑑
賞
会
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

元
「々culture

」は
、
土
地
を

「
耕
す
」こ
と
を
意
味
す
る
ラ
テ

ン
語「colere

」に
由
来
し
、「
心

を
耕
す
こ
と
」の
意
味
で
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か

ら「
教
養
」「
文
化
」を
意
味
す
る

よ
う
に
も
な
っ
た
そ
う
で
す
。

文
星
の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
授
業

の
中
で
、
様
々
な
音
楽
や
経
験

を
通
し
、
心
を
耕
し
、
色
と
り

ど
り
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、
教
員
と
し
て
も

研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

裏
千
家
家
元
が
奉
仕
す
る
献

茶
会
は
、
二
年
に
一
度
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
年
は
六
月
二
十
九

日（
土
）に「
奉
祝 

天
皇
陛
下
御

即
位 

日
光
東
照
宮
献
茶
式 

奉

賛
茶
会
」と
銘
打
ち
、
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
高
校
・
大
学
生
が
お

点
前
を
披
露
し
ま
す
が
、
中
学

生
で
お
点
前
を
披
露
す
る
の
は

本
校
だ
け
で
し
た
。
立
派
に
努

め
た
茶
道
部
員
に
、
多
く
の
お

客
様
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
れ

を
励
み
に
精
進
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
一
年
次
に
総

合
的
な
学
習
で
全
員
が
茶
道
を

学
び
ま
す
。
物
事
に
対
す
る
感

謝
の
心
を
持
ち
、
美
し
い
立
ち

居
振
る
舞
い
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
目
的
で
す
が
、
こ
れ
が
生

徒
達
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

五
月
三
十
一
日（
金
）、
六
月

一
日（
土
）の
両
日
に
、
栃
木
県

中
学
校
春
季
体
育
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
、
一
年
生
の
佐

久
間
芽
生
さ
ん
が
卓
球
大
会
の

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
に
出
場

し
、
地
区
予
選
に
続
い
て
県
大

会
で
も
勝
ち
抜
き
、
見
事
優
勝

を
収
め
ま
し
た
。
地
区
大
会
同

様
、
県
大
会
優
勝
と
い
う
優
れ

た
成
績
は
、
本
校
開
校
以
来
初

の
快
挙
で
す
。
夏
の
総
合
体
育

大
会
で
は
、
上
級
大
会
へ
の
進

出
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

　

七
月
九
日（
火
）に
、
ア
メ
リ
カ 

人
留
学
生
を
本
校
に
招
き
、

様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
同
年
代
の
留
学

生
と
の
交
流
に
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
、
積
極
的
に
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

一
年
一
組　

清
水　

義
弘

　

僕
は
、
英
語
を
あ
ま
り
う
ま

く
話
せ
な
い
の
で
、
最
初
は
不

安
で
し
た
が
、「
写
真
を
一
緒

に
と
り
ま
せ
ん
か
？
」な
ど
が

言
え
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

話
を
聞
く
と
き
は
、
知
っ
て
い

る
英
語
を
聞
き
取
れ
る
よ
う
に

気
を
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
校

歌
を
日
本
語
で
教
え
る
と
き
、

「
高
く
」や「
伸
ば
す
」と
い
う
表

現
が
分
か
ら
ず
、
困
っ
て
し
ま

う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
留
学
生
に
エ
ー
デ
ル
ワ
イ

ス
の
英
語
版
を
教
わ
っ
た
と
き

に
は
、
読
め
な
か
っ
た
と
こ
ろ

が
全
て
読
め
る
よ
う
に
な
り
、

す
ら
す
ら
歌
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

次
に
こ
の
よ
う
な
機
会
が

あ
っ
た
ら
、
も
っ
と
英
会
話
の

技
術
を
身
に
つ
け
て
、
自
信
を

持
っ
て
接
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
二
年
生
の
工
藤
檜
斗

君
が
柔
道
大
会
個
人
戦
に
出
場

し
、
県
大
会
ベ
ス
ト
８
ま
で
駒

を
進
め
ま
し
た
。
夏
の
大
会
に

向
け
、
更
に
上
位
を
目
指
し
て

練
習
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
将
棋
部
は
、
文
部
科
学
大
臣
杯

第
十
五
回
中
学
校
将
棋
団
体
戦

栃
木
県
予
選
会
に
出
場
し
た
三

年
生
の
雪
野
君
、
二
年
生
の
前

田
君
、
小
檜
山
君
達
が
準
優
勝

し
、
個
人
戦
で
は
、
第
四
十
回

中
学
生
選
抜
戦
栃
木
県
予
選
会

に
出
場
し
た
雪
野
君
が
準
優
勝

と
い
う
結
果
を
収
め
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
も
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

県大会優勝の佐久間さん

ベスト８の工藤君準優勝の雪野君

お点前披露の様子

栃
木
県
春
季
体
育
大
会

と
ち
ぎ
次
世
代
の
力
大
賞

日
光
東
照
宮
献
茶
会

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
留
学
生
授
業
交
流

将
棋
部
準
優
勝

生
徒
の
感
想

生
徒
の
感
想
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 中学校

第17期 高等学校生徒会役員
１列目左から 庶　 務 ３年 ２組 高 瀬 棟 朗

総 務 ３年 ６組 海 老 原 宏 樹
会 計 ３年 15組 福 田　　 響
副 会 長 ２年 14組 鈴 木 紫 恩
会 長 ３年 ９組 濱 田 栄 太 朗
副 会 長 ３年 10組 児 玉 涼 太
庶 務 ３年 ９組 菊 池 陸 斗
総 務 ３年 11組 饗 庭 陽 生

２列目左から 庶 務 ３年 ７組 粕 谷 駿 斗
会 計 １年 15組 中 山 鷹 翔
庶 務 １年 ５組 関 口 陽 介
会 計 ２年 14組 増 渕 紀 勝
会計監査 １年 ７組 斎 藤 夕 暉
会計監査 １年 ７組 上 林 拓 斗
総 務 １年 ２組 相 良 ま し ろ
会計監査 ２年 １組 堤　 大 愛
会計監査 ３年 14組 永 田 達 己

YMCA 留学生授業交流

柔道部
左　３年　髙杉　末羽　－100kg 級
右　３年　渡 　陽喜　－66kg 級

大谷資料館　３年２組

ソフトテニス部
左　３年　糸山　俊祐
右　３年　根本　直輝

バスケットボール部

大谷観音

陸上競技部
ハンマー投げ　円盤投げ　砲丸投げ

３年　磯田　　力

祝


